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研究の目的
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オンラインによる
教師の学び支援



人はどのようにプロに
なるのか

初任教師
• ほとんどの生徒は理解してません

常に変わる状況（個々
の学び）を見取る
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ベテラン教師
• 手を挙げた3人は. . .

• 手を挙げていない生徒は. . .
• A君の発言に促され、B君は. . .

• 右側の生徒が傍観者になってし
まった理由はきっと. . .

• したがって教師がここで. . .し
たことの意味は. . .

左の授業場面をどう見るか



人はどのようにプロに
なるのか

カンファレンス

常に変わる状況（個々
の学び）を見取る
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授業実践と観察



研究内容と方法
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配信システムの開発(日本の授業をパレスチナへ配信)

配信授業と教職開発カ
ンファレンス
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国内だけでなく相手の国の通信速度の問題を考慮したシステム構築が必要



研究内容と方法
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配信システムの開発(ガザの授業を日本から検討)

配信授業と教職開発カ
ンファレンス
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研究内容と方法
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児童中心の教育は失敗の歴史 (Schweisfurth, 2011)

• 教師たちは児童が学び合う授業を行いたい→しかし実際の授業
ではそうならない。

• なぜか
•政策の意味がわからない：児童中心とは何か、など
•物的・予算的問題：教科書、机椅子、学校設備、研修回数など
•文化の問題：教室とは生徒が命令される場である、と教師も生徒も
当然視している、など
•体制の問題：ドナーが改革を決めている、テスト中心主義、官僚的
な視学官・校長、など

配信授業と教職開発カ
ンファレンス



データと分析

• データ：発話、教師が発言時に用いる写真・映像の断片
• 分析：実践の意味をデータから解釈する質的分析

Grounded Theory Approach

発話データの質的分析
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研究の進捗
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• 研修後の授業試行では、教師は研修内容を授業に採り入れたと報告。し
かし、授業は5年前映像と変わっていない。そして何よりも、教師は自分
についてのみ語り、生徒については語らない。

• 教育省局長「私たちは言い合ってばかりだ。どう聴き合うかが問題だ」
• 数学・理科をどう教えるかを知っても授業が変わらない。問題は教師の
知識ではなく、アイデンティティではないのか

300人のパレスチナの教
師にビデオ研修実施



研究の焦点
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先行研究
• 自己を見直す経験
•日本の教師たちは「自分を見る経験」を通じて変わったという
•ベトナム・インドネシアでの「悲しき生徒」映像の視聴
•研修で、成功を言い合うのではなく、難しさを聴き、讃え合う

研究テーマ：生徒の物語を語るために
• 映像の配信・視聴・検討方法を開発→教師自己の変容（研究1）
• 体制（ラーニングサークルと学校）づくり→「生徒の物語」を
励ます条件はあるか（研究2）

教師は「生徒の立場に立
つこと」をどう学ぶか



活動実績と今後の計画

2021/5      Zoomによる同時通訳システム実験
2021/7-10 パレスチナでのオンライン研修プログラム開発・実施
2021/11 パレスチナ・ガザでのオンライン研修システム検討
2021/12 先行研究レビュー、研究1の論文執筆
2022/1      ガザでのオンライン研修トライアル
2022/2-4   パレスチナでのオンライン研修実施
2022/3      学びの共同体による日本の授業の世界配信に参加
2022/4      研究1の論文の掲載予定
2022/夏 パレスチナでのオンライン研修実施、論文2の執筆
2022/秋 日本の授業をパレスチナに配信
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